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衆
議
院
議
員
圖
司
安
正
君
提
出
私
営
交
通
業
の
複
数
制
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 



一 

現
在
バ
ス
事
業
の
免
許
は
、
次
の
よ
う
な
手
続
に
よ
つ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
運
輸
大
臣
は
、
申
請
事
案
を
先
づ
運
輸
審

議
会
に
諮
問
し
、
運
輸
審
議
会
は
、
原
則
と
し
て
、
こ
れ
を
各
陸
運
局
ご
と
に
置
か
れ
る
道
路
運
送
審
議
会
に
調
査
委
嘱

し
、
道
路
運
送
審
議
会
は
、
公
聽
会
を
開
き
審
議
し
そ
の
結
果
を
運
輸
審
議
会
に
対
し
て
報
告
す
る
。
運
輸
審
議
会
は
道

路
運
送
審
議
会
か
ら
の
報
告
に
基
き
免
許
基
準
に
照
し
て
審
議
し
、
免
許
の
適
否
を
決
定
し
、
こ
れ
を
運
輸
大
臣
に
答
申

す
る
。
運
輸
大
臣
は
、
運
輸
審
議
会
の
決
定
を
尊
重
し
て
申
請
事
案
の
免
許
の
可
否
に
つ
き
最
終
的
に
決
定
す
る
こ
と
と

な
つ
て
い
る
。 

二 

道
路
運
送
審
議
会
の
委
員
は
、
都
道
府
県
知
事
の
推
薦
に
基
き
、
各
都
府
県
か
ら
二
人
づ
つ
、
北
海
道
か
ら
七
人
を
運 

従
つ
て
申
請
事
案
が
道
路
運
送
法
第
十
二
條
の
規
定
に
よ
る
免
許
基
準
に
合
致
し
て
い
る
な
ら
ば
、
た
と
え
既
免
許
路

線
と
重
複
し
て
い
て
も
免
許
す
る
方
針
で
あ
り
、
一
路
線
一
営
業
制
は
採
用
し
て
い
な
い
。 

な
お
、
道
路
運
送
法
第
十
二
條
の
規
定
に
よ
る
免
許
基
準
は
別
紙
の
通
り
で
あ
る
。 

衆
議
院
議
員
圖
司
安
正
君
提
出
私
営
交
通
業
の
複
数
制
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

三 

 



か
く
の
如
く
公
選
に
よ
る
地
方
公
共
団
体
の
長
と
し
て
又
民
意
の
代
表
と
し
て
の
都
道
府
県
知
事
の
推
薦
と
い
う
こ
と 

に
よ
り
、
す
で
に
そ
の
任
命
方
法
に
お
い
て
、
公
正
な
見
地
に
た
つ
広
い
経
験
と
高
い
識
見
を
有
す
る
人
士
を
確
保
す
る 

こ
と
を
期
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

又
特
定
の
事
案
に
つ
き
特
別
の
利
害
関
係
を
有
す
る
委
員
は
、
審
議
会
の
決
議
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
議
決
に
参
加 

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
（
道
路
運
送
法
施
行
令
第
十
一
條
第
三
項
）
更
に
委
員
が
現
に
経
営
中
の
道
路
運
送
事
業
に
つ
き

著
し
い
経
済
的
な
利
害
関
係
を
有
し
又
は
競
争
的
若
し
く
は
対
立
的
立
場
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
審
議
会 

が
そ
の
委
員
の
解
任
の
議
決
を
し
た
と
き
は
、
運
輸
大
臣
が
こ
れ
を
解
任
で
き
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。
（
道
路
運
送
法 

第
八
條
第
十
項
）
か
く
の
如
く
委
員
は
、
利
害
関
係
あ
る
事
案
の
審
議
に
は
介
入
し
え
な
い
こ
と
と
な
つ
て
い
る
か
ら
、 

新
規
免
許
に
対
し
無
暴
に
却
下
の
意
見
を
付
し
、
既
存
業
者
の
既
得
権
を
擁
護
す
る
行
動
に
で
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。 

輸
大
臣
に
お
い
て
任
命
す
る
も
の
で
、
こ
れ
ら
委
員
は
陸
運
局
管
轄
区
域
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
陸
運
局
ご
と
に
置
か
れ
る 

九
審
議
会
の
構
成
員
と
な
つ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

四 

 



三 

既
存
業
者
が
新
規
免
許
申
請
に
対
し
て
賛
意
を
表
し
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
は
事
業
を
営
む
も
の
で
あ
る
限
り
止
む
を

得
な
い
こ
と
で
あ
る
と
思
う
が
、
新
規
事
業
の
申
請
に
対
す
る
運
輸
審
議
会
及
び
道
路
運
送
審
議
会
の
審
議
は
至
公
至
平

こ
れ
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
正
規
の
手
続
に
よ
り
事
案
の
免
許
の
適
否
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
又
既
存
業
者
が
既

免
許
路
線
の
運
営
方
法
に
お
い
て
免
許
内
容
と
異
る
違
反
行
為
を
行
え
ば
、
道
路
運
送
法
に
よ
り
事
業
の
停
止
又
は
免
許

の
取
消
等
の
措
置
を
講
ず
る
所
存
で
あ
る
。 

道
路
運
送
審
議
会
は
、
陸
運
局
の
附
属
機
関
で
あ
る
。
運
輸
大
臣
は
、
そ
の
機
関
の
事
務
を
統
括
し
、
職
員
の
服
務
に

つ
い
て
統
督
す
る
か
ら
、
附
属
機
関
で
あ
る
道
路
運
送
審
議
会
は
、
運
輸
大
臣
の
監
督
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し

審
議
会
は
、
行
政
民
主
化
の
た
め
の
諮
問
機
関
で
あ
る
か
ら
運
輸
大
臣
は
、
審
議
会
の
審
議
及
び
意
見
答
申
に
つ
い
て
は

そ
れ
が
法
令
に
違
反
し
な
い
限
り
、
其
の
自
主
性
を
尊
重
し
て
過
度
の
指
導
監
督
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。 

な
お
、
万
一
委
員
に
し
て
そ
の
職
を
怠
り
若
し
く
は
そ
の
職
務
に
対
し
不
正
の
行
為
を
し
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お 

い
て
は
、
道
路
運
送
法
第
八
條
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
れ
を
解
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
つ
て
い
る
。 

五 

 



三 

地
方
鉄
道
軌
道
は
一
、
に
述
べ
た
如
く
公
正
な
取
扱
を
し
て
い
る
の
で
既
存
業
者
の
新
営
業
者
に
対
す
る
不
正
、
不
当

な
行
為
に
つ
い
て
は
、
特
に
耳
に
し
な
い
。
万
一
か
か
る
業
者
が
あ
り
と
す
れ
ば
十
分
戒
告
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
な 

お
、
営
業
の
取
消
又
は
停
止
は
運
輸
審
議
会
に
諮
つ
て
決
定
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。 

地
方
鉄
軌
道
関
係 

（
参 

照
） 

一 

自
動
車
運
送
事
業
の
公
共
性
に
か
ん
が
み
、
こ
れ
が
免
許
は
、
そ
の
必
要
性
、
合
理
性
及
び
緊
要
性
に
お
い
て
社
会
的 

一 

現
在
地
方
鉄
道
、
軌
道
の
休
、
廃
止
の
出
願
に
つ
い
て
は
、
よ
く
実
情
調
査
の
上
に
運
輸
省
に
設
け
ら
れ
て
い
る
運
輸

審
議
会
に
諮
問
し
、
そ
の
意
見
を
尊
重
し
て
処
理
し
て
い
る
も
の
で
公
正
な
取
扱
を
し
て
い
る
。 

二 

関
係
な
し 

右
答
弁
す
る
。 

自
動
車
運
送
事
業
免
許
基
準 

昭
和
二
十
三
年
六
月
五
日 

輸
省
告
示
第
百
六
十
四
号 

） 

運
（ 

六 

 



四 

当
該
事
業
の
路
線
又
は
事
業
区
域
は
、
経
済
的
企
業
経
営
單
位
を
形
成
す
る
こ
と
。 

五 

自
動
車
運
送
事
業
に
お
け
る
供
給
輸
送
力
は
、
輸
送
需
用
に
対
し
均
衡
の
と
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
且
つ
適
切
な
も
の

で
あ
る
こ
と
。 

三 

免
許
の
結
果
当
該
地
区
に
お
け
る
供
給
輸
送
力
が
輸
送
需
用
に
対
し
著
し
く
供
給
過
剩
と
な
ら
な
い
こ
と
。 

六 

自
動
車
運
送
事
業
の
規
模
は
、
事
業
の
基
礎
が
鞏
固
で
あ
つ
て
、
企
業
責
任
の
所
在
が
明
か
で
あ
り
、
且
つ
興
業
費
及

び
事
業
計
画
が
企
業
全
体
と
し
て
供
給
輸
送
力
と
均
衡
の
と
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

八 

特
定
自
動
車
運
送
事
業
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
乃
至
第
六
号
の
條
件
を
具
備
す
る
外
、
左
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ 

七 

路
線
を
定
め
る
自
動
車
輸
送
事
業
に
あ
つ
て
は
、
公
共
の
期
待
性
に
適
合
す
る
運
行
計
画
を
有
す
る
こ
と
。 

二 

免
許
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
当
該
地
区
に
お
け
る
自
動
車
運
送
に
か
か
る
公
共
の
福
祉
を
増
進
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ 

と
。 

需
要
に
即
応
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

七 

 



 

八 

と
。 

（2） 

当
該
事
業
に
お
け
る
持
定
の
旅
客
又
は
荷
主
の
輸
送
需
用
が
社
会
的
又
は
経
済
的
に
見
て
重
要
で
あ
る
こ
と
。 

1） 
当
該
事
業
が
特
定
の
旅
客
又
は
荷
主
に
特
に
專
属
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。 

（

 

（3） 

当
該
の
特
定
の
旅
客
又
は
荷
主
の
責
任
体
制
が
鞏
固
で
あ
つ
て
、
特
定
の
旅
客
又
は
荷
主
の
範
囲
が
適
正
且
つ
明 

確
で
あ
る
こ
と
。 

九 

小
運
送
業
の
た
め
経
営
す
る
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
に
お
け
る
供
給
輸
送
力
は
、
当
該
小
運
送
業
の
た
め
に
す
る
物
品

の
集
配
需
用
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 
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